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池田 啓 ･土肥昭夫 ･馬場 稔
(九大･理)
1974年の大玉捕控以降.群れの個体空孔 遊動域の変化
の両側面から捕控が群れに及ぼした彫矧 こついて調査を
継続している｡1976年までは.成噸当りの出生率がか ヽ
にもかかわらず.絵個体数のは少がみられた｡このこと
は,未成熟個体の死亡もさることながら.成熟稚 く5才
以上)の減少に起因したものと推訳された (班長茄研究
所昨晩 vol.7)｡1977年出産前期の4月18日に得られた
群れの個体数は.25頭 (成堆3,君雄2,成曜8,4才 1,
3才 1,2才0,1才4,Baby6)であった｡また.出産
期後の10月4日に30菰 (成堆3,君雄1,成雌8,4才 1,
3才 l,2才 1,1才5,lhby7,不那ll,1-3才-2)が
狩られている｡4月の個体数は.1976年9月の29頭より
減少していろが, この4頭の拭少は1-3才の冬期の消
失によるものと思われる｡しかし.1976年までの成確の
城少は4,9月ともにみられていない｡ この執 ま.成雌
の円fIJ!成が完了したことを示唆しているものと思われる｡
加えて.成確当りの出生率も.1975,76年と引き続き市
い割合 (87.5%)を示しており.このgTが個体数の変化
にどの様に彫郷していくか,前述の耶項とともに明らか
にすべき点である｡
辞凹における遊動の主因をなす食物は.タケノコであ
ら.竹林の分布に沿う遊動が祝祭された｡遊動域が捕泣
机に比べ狭少化する現象は.調査を実施した4月のタケ
ノコ時期など食物が豊富でかつ集中する季節に顕著とな
る｡打下れがほぼ連続して追跡できた4月15-18日では,
-ノ店の山庇部と五徳地区を遊動していた｡1974年4月
においでは.五梯のみで遊動をおこなっていた｡五徳で
は.竹林が研接して出田であり.数日間迎続して柑在す
る遊動パターンを示していた｡一万.-ノ店周辺におい
ては竹林が点在しており.この様な地域を含む遊動は捕
控附と同様に.各泊り切をJn田するバターンが概訳され
た｡
幸島群の食する自然餌,人工餌の栄琵分析
岩本 俊孝 (宮崎大･敬弔)
串良の群れを対象として,個体の栄禿摂取逆風 税収
組立を推定した｡調査は,6月,8月,Io月,2月の年4
回おこなった｡8月をのぞく各調査時には.成メス1王札
成オス1孤についての摂食乾式塁を溶接追跡法で推定し
た｡各餌についてのとりこみ速度は,毎回測定した｡各
調丑終了後.それらの耶さ採袋し研究室にもちかえって.
水分合血.粗Ⅲ白爪.粗胴n血,粗繊維素丑.可拓性糖
TIEt.灰分Llを汎定した｡
まず餌組成であるが,咋打iTを皿じて常緑槌の茄の利用
度が非常に古い｡2孤の平均では.税菜全体は摂食式虫
円で50%強をしめ.時TIi)で25%をしめて放正宏な餌であ
ろといえる｡ この巾で.n緑馴ま83,00'の正皿をしめてい
る｡しかし季節差は多少あり.とくに10月では果実は.
重塁にして50%強.時間にしてJI0%割合を餌組成のなか
でしめる｡またZZ期では.約40%近くの採食時間が昆虫
食に宍やされ.冬期でい0%近くの時間がヨメガガサと
りに穴やきれる｡
乾式丑の摂取述皮は.平均すると悶緑樹の非の場合で
は3g/分.架矢で0.8g/分.動物で0.3gI分であった｡
諾白摂取速度 (同化速度ではない)は.それぞれ,0･2,
0.2,0.1g/分ということになる｡肥田のとりこみ速度は.
それぞれ0.130,0.070,0.002g./分となり,印綬坊の茄が
他の餌に比べて.いかに栄禿的に効率の良い餌であるか
が理解できる｡ちなみに小まの試白15モ収速度は 3kg投
ち/100頭では.0･4g/分であった｡ただ.樹矧 ま.械維
素含丑が多く.またとくに落煎出の矧 ま.水分会見が非
常に多いため.｢かさ｣として円内にたまる速度がはや
くなる傾向があり.他の市栄在の朗のとりこみの障害と
なることが予糾される｡
次に.1Ejの栄禿tI!取組丑であるが.成メス (9kg)の
環白TI摂取流は.6月,10月.2月ではそれぞれ44･3,
22.9,29･6g/日.成メス(12kg)では33･8,23･5,33･8g/
日であった｡6月の若菜のシーズンの蛋白摂取員は.負
も古くなる｡Hegsted('64)のアカゲザル (3才)の飼育
データより得られた必要レベル.3g蛋白/kg体詔/日を
満しているのはメスの6月と,2月の文科だけである｡
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